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我
ら
消
防
人 　

平
成
18
年
３
月
20
日
、
旧
３
町
の
合

併
に
よ
り
三
種
町
消
防
団
が
誕
生
し
ま

し
た
。
当
初
は
、
旧
町
単
位
で
３
支
団

27
分
団
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
若
者
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
団

員
の
確
保
と
分
団
の
維
持
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
４
月
、
９
分
団
に
統
合
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
住
民
の
生
活
形

態
や
技
能
に
応
じ
た
消
防
団
活
動
へ
の

参
加
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
機
能

　
三
種
町
消
防
団
は
、
９
分
団
で
構
成
さ
れ
、
消
防
団

長
以
下
４
３
７
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
、
三
種
町
内
で
は
７
件
の
火
災
が
あ
り
ま

し
た
。
消
火
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
河
川
の
増
水
に
よ

る
警
戒
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
消
防
団
員
の
活

動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動

す
る
消
防
団
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

主
な
年
間
活
動

【
３
つ
の
習
慣
】

⃝

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

⃝

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

　

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

⃝

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

⃝

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

　

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⃝

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
等
を

燃
え
に
く
い
防
炎
品
に
替
え
る

⃝

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

　

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

⃝

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

　

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

　

を
つ
く
る

⃝

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　

11
月
３
日　

９
時
（
１
回
の
み
）

⃝

駆
け
付
け
訓
練
（
鹿
渡
泉
沢
地
区
）

　

11
月
３
日　

14
時
～

⃝

防
火
パ
レ
ー
ド
・
広
報
巡
回

　

パ
レ
ー
ド　

11
月
３
日　

８
時
～

　

広
報
巡
回　

11
月
４
日
か
ら
９
日

住

住住

み
た
ね

マ
イ
ル

住

住住

み
た
ね

マ
イ
ル

▲消防ポンプ自動車

▲小型動力ポンプ積載車

秋
の
火
災
予
防
運
動

防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心
」

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

別
団
員
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
消
防

団
Ｏ
Ｂ
や
退
職
し
た
消
防
職
員
な
ど
が

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

消
防
団
は
、
ポ
ン
プ
自
動
車
７
台
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
50
台
と
積
載
車
48
台

を
所
有
し
、
各
地
区
の
消
防
資
器
材
置

き
場
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

三
種
町
消
防
団

11
月
３
日
～
９
日

４
月
　
春
の
火
災
予
防
運
動

５
月
　「
県
民
防
災
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
合
同
防
災
訓
練

６
月
　
水
防
訓
練

７
月
　
町
消
防
操
法
競
技
大
会

　
　
　
能
代
市
山
本
郡
消
防
競
技
大
会

８
月
　
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

11
月
　
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
町
消
防
団
研
修
会

１
月
　
消
防
出
初
式
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消
防
団
員
募
集

　
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
将
来

の
担
い
手
と
な
る
若
い
力
を
募
集
し
ま
す
。

意
欲
の
あ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
想
い
が
、
こ
の
町
を

守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

琴丘地域
鹿渡地区

第1分団 第3分団第2分団 第5分団第4分団 第7分団第6分団 第8分団本部分団

工　　金晴・小林　憲夫・石井　義則・板倉　吉孝・田森　正志

琴丘地域
鯉川地区

琴丘地域
上岩川地区

山本地域
森岳地区

山本地域
金岡地区

山本地域
下岩川地区

八竜地域
鵜川地区

八竜地域
浜口地区

青山竹千代

分団長
熊谷　　勉
団員
27人

分団長
近藤　　優
団員
34人

分団長
田村美千雄
団員
68人

分団長
池内　清浩
団員
59人

分団長
成田　浩美
団員
65人

分団長
大谷　金良
団員
53人

分団長
金子　誠孝
団員
69人

分団長
工藤　秀易
団員
41人

分団長
鈴木　　寿
団員
15人

（内女性6人）

団 長

副 団 長
藤誻藤藤

地
元
で
が
ん
ば
る

消
防
団
員

　

日
夜
、
地
元
で
働
き
な
が
ら
消
防
団
員

と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
を
紹
介
し
ま

す
。

　

１
人
目
は
、
町
内
の
工
務
店
に
勤
務
す

る
加
藤
一
喜
さ
ん
（
第
１
分
団
班
長
）
で

す
。

―
消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

地
元
消
防
団
に
勧
誘
さ
れ
、「
地
域
に

住
み
、
仕
事
や
生
活
を
す
る
中
で
地
域
に

貢
献
で
き
る
」と
考
え
て
入
団
し
ま
し
た
。

―
今
ま
で
で
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　

火
災
も
大
変
で
す
が
、
鹿
渡
川
が
大
雨

で
氾
濫
し
た
と
き
が
大
変
で
し
た
。
雨
の

中
、
土
の
う
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
様
ざ
ま

な
と
こ
ろ
に
積
ん
で
い
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

―
記
憶
に
残
る
火
災
や
災
害
は
？

　

元
旦
に
発
生
し
た
火
災
で
す
。
近
く
に

川
が
あ
り
水
利
は
確
保
で
き
ま
し
た
が
、

火
事
場
の
状
況
も
悪
く
、
鎮
火
に
苦
戦
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、
火
災

に
よ
り
犠
牲
に
な
っ
た
方
が
い
た
こ
と
が

す
ご
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
消
防
団
員
と
し
て
が
ん
ば
り
た

い
こ
と
は
？

　

定
期
的
に
消
防
訓
練
を
行
い
、
災
害
発

生
時
に
少
し
で
も
早
く
駆
け
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

消
防
署
と
消
防
団

　

地
域
を
災
害
か
ら
守
る
存
在
と
し
て
消

防
署
と
消
防
団
は
切
り
離
せ
な
い
存
在
と

な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
三
種
消
防
署
長
の
佐
藤
和
美

さ
ん
か
ら
消
防
団
に
期
待
す
る
役
割
を
聞

い
て
み
ま
す
。

　
「
消
防
団
は
地
域
の
実
情
や
地
水
利
に

精
通
し
、
消
火
活
動
の
み
な
ら
ず
避
難
誘

導
、
遭
難
捜
索
お
よ
び
警
戒
広
報
な
ど
、

地
域
の
安
全
確
保
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
備
消
防
と
消
防
団
は
災
害
現

場
で
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
が
、
大
規
模

災
害
や
山
林
火
災
の
消
火
活
動
、
残
火
処

理
や
鎮
火
後
の
警
戒
時
は
、
特
に
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
、
大
き
な
機
動
力
で
即

時
対
応
可
能
な
消
防
団
は
頼
れ
る
「
地
域

防
災
の
要
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
良
好
な
関
係
を
維
持
し
、

災
害
の
予
防
や
被
害
の
軽
減
の
た
め
協
力

し
て
い
き
た
い
」

三種町消防団
組織図

▲農機の整備をする新堀さん

▲作業現場を確認する加藤さん

◆問い合わせ先　町民生活課　消防防災係
　　　　　　　　☎85－4823

三
種
消
防
署

佐
藤
和
美　
署
長

※10月１日現在

　

２
人
目
は
、
町
内
の
農
機
具
販
売
店
に

勤
務
す
る
新
堀
一
利
さ
ん（
本
部
分
団
員
）

で
す
。

―
消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

当
時
の
副
分
団
長
と
班
長
か
ら
、
地
域

住
民
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
が
ん
ば
っ
て

も
ら
い
た
い
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

―
操
法
大
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
ね

　

４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
全
国
消
防
操

法
大
会
に
出
場
す
る
た
め
、
毎
日
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
、
何
度
も
全
国
大
会
に
出

場
し
、
第
23
回
大
会
で
は
優
秀
選
手
賞
を

獲
得
で
き
ま
し
た
。

―
記
憶
に
残
る
火
災
や
災
害
は
？

　

操
法
大
会
を
前
日
に
控
え
、
訓
練
を
終

え
て
小
屋
に
戻
っ
た
際
に
防
災
無
線
か
ら

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
し
た
。
地
元
豊
岡
で

の
住
宅
火
災
で
し
た
。
豊
岡
班
の
小
型
ポ

ン
プ
で
迅
速
に
消
火
作
業
に
あ
た
り
ま
し

た
。
鎮
火
後
も
、
消
防
小
屋
に
泊
ま
り
込

ん
で
見
守
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
消
防
団
員
と
し
て
が
ん
ば
り
た

い
こ
と
は
？

　

一
度
転
勤
を
理
由
に
退
団
し
た
も
の

の
、
当
時
の
消
防
団
長
に
も
う
一
度
誘
わ

れ
、本
部
分
団
員
と
し
て
復
帰
し
ま
し
た
。

地
元
の
豊
岡
班
に
は
も
う
一
度
全
国
大
会

に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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初みたねボクシングまつり

そーれそれ♪

　

10
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、

第
14
回
三
種
町
町
民
祭
が
琴
丘
総

合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
町
民
祭
　
令
和
に
三
種
の
　
花

が
咲
く
」（
湖
北
小
学
校
３
年　

渡

辺
陽
士
さ
ん
の
作
品
）
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
屋
内
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
で
は
文
化
作
品
展
示
や
企
業
展

示
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
が
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
餅
ま
き
、
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
元
ボ
ク
シ

ン
グ
世
界
王
者
の
三
浦
隆
司
さ
ん

を
招
い
た
「
み
た
ね
ボ
ク
シ
ン
グ

ま
つ
り
」
も
開
催
さ
れ
、
来
場
し

た
方
は
紙
ボ
ク
シ
ン
グ
や
ミ
ッ
ト

打
ち
を
楽
し
み
ま
し
た
。
屋
外
ブ
ー

ス
で
は
、
移
動
動
物
園
や
秋
田
犬

ふ
れ
あ
い
体
験
、
釣
り
堀
な
ど
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
達
を
喜
ば
せ
ま

し
た
。
町
内
直
売
所
な
ど
に
よ
る

出
店
で
は
、
梨
や
り
ん
ご
な
ど
が

販
売
さ
れ
、
旬
の
味
覚
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

消
費
者
行
政
推
進
講
演
会
で
は
、

も
の
ま
ね
で
有
名
な
松
村
邦
洋
さ

ん
を
招
き
「
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
」

が
行
わ
れ
、
ビ
ー
ト
た
け
し
な
ど

の
も
の
ま
ね
で
会
場
の
笑
い
を
誘

い
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
４
千
人
の
み
な
さ
ん

に
来
場
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
町
民
祭
と
な
り
ま
し
た
。

第14回

三種町のみ
なさんは
元気がある

！

町民祭
令和に三種の

花が咲く

令和元年11月 4



笑顔スナップ
町民祭

ち
び
っ
こ

　

ボ
ン
バ
ー
！

はいポーズ★

ヨンチャン

　かわいい～♥ ハ
ム
ス
タ
ー

か
わ
い
い
ね
♪

味噌うれしいね！

おさかな捕まえた!!

わ
ん
っ
♪

真
剣
に

　

ト
ン
ト
ン

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　企画政策課　企画係　☎ 85－ 4817

　

10
月
１
日
か
ら
の
共
助

運
行
開
始
に
先
駆
け
て
、

９
月
27
日
に
八
竜
改
善
セ

ン
タ
ー
で
交
通
安
全
祈
願

祭
と
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

交
通
安
全
祈
願
祭
で
は
、

町
関
係
者
や
運
行
団
体
の
方
が
た
、
県
関

係
者
が
参
列
し
、
運
行
期
間
の
安
全
が
祈

願
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
出
発
式
で
は
、
田
川
町
長
が

「
人
口
が
減
少
す
る
中
、
交
通
手
段
を
確

保
す
る
こ
と
は
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
住
民
が
地
域
を
支
え
る

共
助
運
行
を
町
全
体
で
取
り
組
む
の
は
県

内
で
初
め
て
と
な
り
、
他
の
先
駆
け
と
な

る
よ
う
に
改
善
を
重
ね
て
、
地
域
に
定
着

し
た
交
通
網
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
行
団
体
を
代
表
し
て
鯉
川
地

区
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
営
委
員
会
の
後
藤
榮

作
代
表
が
「
こ
れ
ま
で
研
修
会
や
講
習
会

を
重
ね
て
準
備
し
て
き
た
。
運
行
に
あ

た
っ
て
は
、「
セ
ー
フ
テ
ィ
」「
サ
ポ
ー
ト
」

「
ス
マ
イ
ル
」
の
３
Ｓ
を
大
事
に
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
運
行
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

　

迎
え
た
10
月
１
日
、
早
朝
よ
り
巡
回
バ

ス
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

１
日
か
ら
11
日
ま
で
は
無
料
お
試
し
期

間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
が
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
森
岳
地
区
で

乗
車
し
た
方
は
「
秋
北
バ
ス
の
バ
ス
停
よ

り
も
近
い
と
こ
ろ
で
乗
り
降
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
便
利
」。
下
岩
川
地

区
か
ら
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
乗

車
し
た
方
は「
お
試
し
で
乗
車
し
て
み
た
。

直
接
八
竜
ま
で
乗
せ
て
も
ら
え
る
か
ら
楽

ち
ん
だ
」。
飯
塚
地
区
か
ら
病
院
へ
通
う

方
は
「
朝
か
ら
病
院
へ
行
け
る
の
で
と
て

も
助
か
る
。
毎
日
の
よ
う
に
バ
ス
に
乗
る

の
で
な
く
な
っ
て
は
困
る
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
森
岳
駅
で
バ
ス
を
待
っ
て
い

た
方
は
「
乗
り
換
え
が
多
く
な
っ
て
負
担

が
増
え
た
」
と
話
し
、
釜
谷
地
区
で
乗
車

し
た
方
は
「
バ
ス
に
気
づ
か
ず
に
通
り
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
２
年
間
の
実
証
運
行
を
行
い

な
が
ら
改
善
を
繰
り
返
し
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
交
通
網
を
確
立
す
る
た
め
に

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
運
行
に

関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
は
、
企
画
政
策

課
企
画
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
中
旬
よ
り
時
刻
表
が
新
し
く
な
り

ま
す
。
広
報
み
た
ね
12
月
号
と
同
時
に
配

布
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

運
行
開
始

時
刻
表
の
変
更

住民共助

み　た　ね
バスだより
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◆問い合わせ先　能代山本広域市町村圏組合消防本部　通信指令室　☎52－3311

通報する際は、自分の身の安全を最優先に‼

通 報 要 領
１１９番

火事ですか？救急ですか？

場所はどこですか？（住所や目標物など）

あなた（通報者）の名前と電話番号を
教えてください。

何が燃えていますか？

けが人や逃げ遅れた
人はいますか？

傷病者の状況を
教えてください。

誰がどうしましたか？

「119番通報」は
落ち着いて正確に！

11月９日は119番の日

　

通
報
時
は
気
が
動
転
し
て
、
正
確
な
通

報
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
早

く
来
て
く
だ
さ
い
」
だ
け
で
電
話
を
切
ら

れ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
、
災
害
場
所
の
特
定

ま
で
時
間
が
か
か
り
、
出
動
が
遅
く
な
る

と
い
う
事
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。
１
１
９

番
通
報
は
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
伝
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

【
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
】

⃝

指
示
が
あ
る
ま
で
、
通
話
を
切
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

⃝

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
位
置
情
報

が
わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
住

所
や
目
印
と
な
る
建
物
等
を
詳
し
く
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

⃝
通
報
時
に
応
急
処
置
や
避
難
誘
導
を
指

示
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

⃝

家
庭
で
は
電
話
の
そ
ば
に
住
所・名
前・

目
標
物
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
メ
モ

な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⃝

職
場
な
ど
の
避
難
訓
練
の
と
き
は
、
通

報
訓
練
を
積
極
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
消
防
庁
で

は
、
消
防
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
認
識

を
さ
ら
に
深
め
、
防

災
意
識
の
高
揚
と
地

域
ぐ
る
み
の
防
災
体

制
の
確
立
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
62
年

か
ら
11
月
９
日
を

「
１
１
９
番
の
日
」

と
し
て
お
り
ま
す
。

正
確
な
通
報
を
す
る
た
め
に

119番への「問い合わせ」や
「いたずら」はやめてください！

　平成30年１年間の119番受報件数は3,825件
（１日あたり10.4件）でした。この中には、問い
合わせが157件、いたずらが７件ありました。
　119番は火災・救急・救助の緊急電話です。
問い合わせやいたずらの電話はやめましょう。

能代山本地域の１１９番通報は、全
て能代山本広域消防本部通信指令室
で受報しています。

町
業
務
従
事
者
募
集

放
課
後
児
童
支
援
員

⃝

募
集
人
員　
若
干
名

⃝

勤
務
時
間

　

平
日
：
14
時
～
19
時
（
５
時
間
勤
務
）

　

学
校
休
業
期
間
：
７
時
30
分
～
19
時

（
内
シ
フ
ト
表
に
よ
り
５
～
８
時
間
勤
務
）

⃝

休
　
　
日　

日
祝
、
お
盆
、
年
末
年
始
、
そ
の
他

臨
時
休
館
日

⃝

給
　
　
与　

支
援
員　

時
給
８
７
０
円

補
助
員　

時
給
８
３
０
円

⃝

資
格
等

　

支
援
員
：
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格

　

補
助
員
：
特
に
な
し

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
６

調
理
師

⃝

職
務
内
容　
保
育
園
児
の
給
食
調
理

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

勤
務
時
間

月
～
金
曜
日　

８
時
～
17
時
15
分

（
う
ち
７
時
間
45
分
）・
シ
フ
ト
勤

務
・
休
日
勤
務
の
場
合
有
り

⃝
賃
　
　
金

月
給
15
万
９
８
１
０
円　

通
勤
費
支
給

⃝
資
格
等

　

調
理
師
資
格
ま
た
は
栄
養
士
資
格

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
６

調
理
師
・
調
理
員

⃝

職
務
内
容　
学
校
給
食
の
調
理

⃝

募
集
人
員　
２
人

⃝

勤
務
時
間

月
～
金
曜
日　

７
時
55
分
～
16
時
40
分

（
う
ち
７
時
間
45
分
）

学
校
休
業
期
間
を
除
く

⃝

賃
　
　
金

資
格
保
持
者　

月
給
15
万
９
８
１
０
円

そ　

の　

他　

月
給
15
万
１
２
０
０
円

通
勤
費
支
給

⃝

資
格
等

　

調
理
師
資
格
（
な
し
も
可
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会　
総
務
学
事
係

　
☎
８
７
ー
２
１
１
５

家族の日フォーラム&ふれあいカードフェア
と　き　11月17日（日）　10時～16時30分
ところ　秋田テルサ　ホール&体育館
内　容　作品コンクール・ふれあいカード優良協賛店
　　　　表彰式
　　　　講演会やトークショー
　　　　協賛22店の楽しいブース
　　　　ワクワクステージショー
　　　　（おしり探偵ほか）

◆問い合わせ先　秋田県次世代・女性活躍支援課
　　　　　　　　☎018－860－1553

救急時火災時

広報 みたね
mitane town
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平
成
30
年
度

三
種
町
の
決
算
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
会
計
決
算
が
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
が
１
０
０
億
５
１
３
７
万
円
、
歳
出
が
97
億
７
３
０
５
万
６
千
円
で
、
差
し
引
き

２
億
７
８
３
１
万
４
千
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
分
４
５
１
２
万
７
千

円
を
控
除
し
た
、
実
質
収
支
は
２
億
３
３
１
８
万
７
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
決
算
額
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
地
方
交
付
税
の
減
少
等
に
よ
り
約
３
億
７
千
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
決
算
額
で
は
、
八
竜
体
育
館
大
規
模
改
修
事
業
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
大
規
模
事
業
の
終
了
等
に
よ
り
約
４
億
３
千
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一般会計決算の状況

財政健全化判断比率等の公表について

町税
14億7,600万1千円

使用料・手数料
負担金・寄附金
2億488万7千円

繰越金
2億1,722万1千円

繰入金
財産収入等

4億7,590万8千円

地方譲与税等
4億6,860万円

地方交付税
50億2,803万1千円

国庫支出金
7億382万2千円

県支出金
7億2,820万円

町債
7億4,870万円

一般会計

歳入総額

100億5,137万円

一般会計

歳出総額

97億7,305万6千円

総務費
11億4,576万6千円

民生費
28億2,743万8千円

衛生費
4億8,081万5千円

農林水産業費
7億143万円

商工費
5億3,859万1千円

土木費
10億231万7千円

消防費
5億6,066万2千円

教育費
8億822万6千円

公債費
11億4,148万1千円

諸支出金
3億3,216万1千円

議会費・労働費
災害復旧費

2億3,416万9千円

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成30年度決算によ
る町の財政健全化判断比率と資金不足比率を公表します。
　三種町における健全化判断比率および資金不足比率は、全て国の定める基準を
下回っており、健全な状況となっています。

指標区分 H30 H29
早期健全
化 基 準

財政再
生基準

実質赤字比率 － － 14.1 20.0
連結実質赤字比率 － － 19.1 30.0
実質公債費比率 7.7 7.9 25.0 35.0
将来負担比率 － 2.4 350.0

公営企業の名称 H30 H29
経営健全
化 基 準

水 道 事 業 － － 20.0
簡 易 水 道 事 業 － － 20.0
公共下水道事業 － － 20.0
農業集落排水事業 － － 20.0
温 泉 事 業 － － 20.0

●健全化判断比率 ●資金不足比率（単位：％） （単位：％）

※各指標に数値がない場合は、「－」で表示しています。

令和元年11月 8



会　　　　計 歳入決算額 歳出決算額 差引額 主　な　事　業　内　容
国民健康保険事業 2,266,638 2,184,715 81,923 国民健康保険事業の運営
後 期 高 齢 者 医 療 198,591 198,303 288 後期高齢者医療事業の運営
公 共 下 水 道 事 業 645,018 639,540 5,478 公共下水道区域の維持管理事業
農業集落排水事業 184,026 179,569 4,457 農業集落排水区域の維持管理事業
介 護 保 険 事 業 2,816,396 2,748,418 67,978 介護保険事業の運営
介護サービス事業 12,787 11,254 1,533 介護予防事業の運営
衛 生 処 理 事 業 20,241 20,241 0 斎場「清華苑」の運営
温 泉 事 業 62,746 60,516 2,230 森岳温泉施設の維持管理事業

●特別会計決算の状況 （単位：千円）

区　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額 主　な　事　業　内　容
収 益 的 収 入・ 支 出 298,108 294,036 4,072 水道施設の維持管理
資 本 的 収 入・ 支 出 96,585 231,458 △134,873 水道施設の整備、借入金の償還

●水道事業決算の状況 （単位：千円）

（単位：千円）
会　計 区　　　　分 H30年度末 H29年度末 増　減

一般会計

財 政 調 整 基 金 3,817,652 3,696,210 121,442
減 債 基 金 569,138 586,198 △17,060
その他特定目的基金 1,518,931 1,411,786 107,145
定 額 運 用 基 金 115,608 115,602 6

計 6,021,329 5,809,796 211,533

特別会計

国民健康保険事業基金 200,080 100,073 100,007
介 護 保 険 事 業 基 金 74,518 48,011 26,507
温 泉 事 業 基 金 1 1 0
農業集落排水事業基金 12 12 0

計 274,611 148,097 126,514
合　　　　　計 6,295,940 5,957,893 338,047

●三種町の基金（貯金）　総額62億9,594万円
　一般会計と特別会計を合わせた
基金の総額は、62億9,594万円で
す。
　一般会計では、使途が限定され
ていない財政調整基金が約１億２
千万円増加し、およそ38億２千
万円となったほか、減債基金は取
り崩しにより、およそ２千万円の
減少となっています。
　また、特別会計では国民健康保
険事業基金、介護保険事業基金の
積み増しを行い、およそ１億３千
万円の増となっています。

●三種町の主な事業
福祉医療給付事業･･････････････････････････････････････････････ 166,200千円	 医療費自己負担分への助成
じゅんさい振興支援事業･･･････････････････････････････････････11,189千円	 じゅんさい生産数量等への助成
住宅リフォーム助成事業･･･････････････････････････････････････21,635千円	 住宅リフォームへの助成　185件
町営住宅建設・改修事業･････････････････････････････････････ 117,365千円	 住宅の建替・屋根改修・外構整備
森岳温泉施設改良事業･･････････････････････････････････････････45,995千円	 温泉配湯管の更新
湖北小学校北面外壁防水改修事業････････････････････････････37,072千円	 北面外壁防水改修工事
琴丘中学校体育館外壁・屋根塗装事業･･････････････････････18,900千円	 体育館外壁・屋根塗装工事
山本公民館・山本総合支所建設事業･････････････････････････25,064千円	 実施設計、用地取得
八竜体育館大規模改修事業････････････････････････････････････54,394千円	 アリーナ、屋根、トイレ等改修
スポーツ文化合宿等誘致推進事業････････････････････････････10,334千円	 スポーツ合宿等宿泊補助金

●三種町の町債（借金）　総額164億610万９千円
　一般会計と特別会計を合わせた町債の総額は、
およそ164億１千万円です。前年度比較では、
借金の返済額より新たな借り入れ額が少なかっ
たことから、総額で約８億５千万円の減となっ
ています。
　町債残高は減少傾向で推移しており、安定し
た財政運営ができています。

194.2 187.5 183.1 179.3 172.6
150.0

175.0

200.0

H25 H26 H27 H28 H29

H26 H27 H28 H29 H30

150.0

175.0

200.0

187.5 183.1 179.3 172.6 164.1

（単位：億円）町債残高の推移

（単位：億円）町債残高の推移

広報 みたね
mitane town
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町
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

　
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
・
透
明
性
を

高
め
る
た
め
、
町
職
員
の
採
用
や
退
職
、
給
与
な
ど

の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。
詳

細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
情
報
開
示
」
と

い
う
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

区　　分 採　用

離　　　　　職

定　年 早　期
退　職

そ　　の　　他
合　計普　通

退　職
人　事
交　流

懲　戒
免　職

再任用
退　職 死　亡

一般行政職 3人 4人 1人 4人 9人

２）採用及び退職の状況（平成30年度）

３）職員数の状況 （平成31年4月1日現在）

150人

200人

250人

300人

職員数
（人）

H19

257

H20

243

H21

234

H22

224

H23

215

H24

215

H25

210

H26

202

H27

210

H28

207

H29

205

H31

193

H30

198

150

200

250

300

職員数
（人）

H31

193

H19

257

H20

243

H21

234

H22

224

H23

215

H24

215

H25

210

H26

202

H27

210

H28

207

H29

205

H30

198

１）部門別職員数の動向
　　　　区　分

部　門
職 　 員 　 数 主 な 増 減 理 由平成30年度 平成31年度 対前年増減

一 般 行 政

議 会 3人 3人 0 　
総 務 51人 53人 2人 ・業務量平準化のための増
税 務 12人 12人 0 　
民 生 34人 32人 ▲ 2人 ・保育士退職不補充による減
衛 生 14人 11人 ▲ 3人 ・業務民間委託による減等
農林水産 16人 17人 1人 ・業務量平準化のための増
商 工 9人 9人 0 　
土 木 13人 13人 0 　
小 計 152人 150人 ▲ 2人 　

特 別 行 政 教 育 24人 21人 ▲ 3人 ・再任用短時間職員配置による減

公営企業等
会 計

水 道   3人 3人 0
下 水 道   4人 4人 0
そ の 他  15人 15人 0
小 計  22人 22人 0

合　　　計 198人 193人 ▲ 5人

（平成31年4月1日現在）

（平成31年4月1日現在）
区　分 ６　級 ５　級 ４　級 ３　級 ２　級 １　級 合　計基準職務 主管・課長 参事・課長補佐 係長・上席主査 主席主査・主査 主　任 主　事

職 員 数 15人 26人 23人 33人 21人 22人 140人
構 成 比 10.7％ 18.6％ 16.4％ 23.6％ 15.0％ 15.7％ 100.0％

４）一般行政職の級別職員数等の状況　※再任用職員を除く

１　職員の任免及び人数に関する状況

医療法人  徳洲会 11月１５日～インフルエンザ
　　　　　　予防接種を開始します。
11月１５日～インフルエンザ
　　　　　　予防接種を開始します。
11月１５日～インフルエンザ
　　　　　　予防接種を開始します。
11月１５日～インフルエンザ
　　　　　　予防接種を開始します。

一 般 の 方　2,600円
助成金対象者　1,200円

（高齢者・高校生以下の方に1,400円の助成があります）

接 種 時 の
窓口負担額

年内、ご予約不要です。

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

広告
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22億円

20億円

18億円

16億円

14億円

12億円

18億5,999万円

16億8,991万円
17億4,606万円

16億6,725万円 16億6,924万円
15億4,682万円

14億3,354万円14億3,354万円

18.5%

15.7%
16.9%

14.5% 14.9% 15.1%

14.7%

人件費　　　　　歳出全体に占める人件費率
H20 H22 H24 H26 H28 H29 H30

10%

15%

20%

25%

22億円

20億円

18億円

16億円

14億円

12億円

20億8492万円

18億5999万円

16億8991万円
17億4606万円

16億6725万円 16億6924万円
15億4682万円

21.2%

18.5%

15.7%
16.9%

14.5% 14.9% 15.1%

人件費　　　　　歳出全体に占める人件費率
H18 H20 H22 H24 H26 H28 H29

10％

15％

20％

25％

１）人件費の推移（普通会計決算）

平成30年度決算 支給実績 25,573千円
１人当たり平均支給年額 202,960円

２）時間外手当（普通会計職員） 区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42.6歳 308,000円 351,200円
技能労務職 50.3歳 283,500円 321,400円

３）平均給料（給与）月額の状況 （平成31年４月１日現在）

※給料とは基本給、給与とは給料に諸手当を加えたもの
です。区　　分 自己都合 勧奨・定年

勤 続 20 年 19.6695月分 24.586875月分
勤 続 25 年 28.0395月分 32.270750月分
勤 続 35 年 39.7575月分 47.709000月分
最高限度額 47.7090月分 47.709000月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例2～45％
１人当たり平均支給額

（平成30年度退職者） 17,749千円

３）退職手当 （平成31年4月1日現在）

区　　分 三種町 県 国

一般行政職
大学卒 180,544円 180,544円 180,700円
高校卒 148,203円 148,203円 148,600円

技能労務職 高校卒 145,583円 145,583円 146,000円

４）初任給の状況 （平成31年4月1日現在）

職員数
給　与　費 １　人

当たり
給与費給　料 職員手当 期 末 ・

勤勉手当 計

人 千円 千円 千円 千円 千円
176 640,646 91,754 243,900 976,300 5,547.2

２）職員給与費の状況 （平成30年度普通会計決算）

区　分 支　給　割　合
町　長 給料月額×0.47×勤続月数（任期毎）
副町長 給料月額×0.28×勤続月数（任期毎）
教育長 給料月額×0.21×勤続月数（任期毎）

※町長、副町長および教育長の退職手当
区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　長 755,000円 3.125月分
副町長 560,000円 3.125月分
教育長 513,000円 3.125月分
議　長 288,000円 3.125月分
副議長 255,000円 3.125月分
議　員 241,000円 3.125月分

（平成31年4月1日現在）

「みどりの会」ＪＡ 入会金１万円（税込）
の み

葬儀の規模によりクオーレみたねもご利用いただけます。

安置から少人数の葬儀まで、ご遺族が一緒に滞在できる施設です。

TEL.0185－54－3004
見学・相談／まずはお電話を相談センター

広告

４　特別職の報酬等の状況

２　給与の状況

１）期末手当・勤勉手当
○平成30年度１人当たり支給額　　1,385千円
○平成30年度支給割合

2.50月分 1.75月分
期末手当 勤勉手当

2.50月分 1.75月分
期末手当 勤勉手当

○職務の級等による加算措置　　役職加算５～15％

３　職員の手当の状況

広報 みたね
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ご
み
焼
き（
野
焼
き
）

は
禁
止
で
す
！

自
力
で
除
排
雪
が
困
難
な
高

齢
者
世
帯
等
に
支
援
し
ま
す

「
バ
タ
ー
作
り
体
験
」

参
加
者
募
集
！

　

家
庭
で
の
ご
み
焼
き
は
法
律
に
よ
り
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
焼
き
は
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
（
人
体
に
有
害
な
物
質
）

を
含
む
煙
や
悪
臭
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
「
気
分
が
悪
く
な
る
」、「
煙
や
臭
い
で

窓
を
開
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
苦
情
が
役

場
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
知

ら
な
い
う
ち
に
ご
み
焼
き
で
周
辺
住
民
の

み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
き
ち
ん

と
分
別
を
し
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
そ
し
て
住
み
よ
い
環
境
を
保
て

る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　
環
境
衛
生
係

　

☎
８
５
ー
４
８
２
４

　

最
近
、
燃
え
な
い
ご
み
に
出
さ
れ
る
ス

プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
が
、

穴
あ
け
を
さ
れ
ず
に
ご
み
に
出
さ
れ
て
い

る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
収
集
車
や
処

分
場
で
の
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
中
身
を
出
し
切
っ
て
か
ら
穴
を
あ
け

て
燃
え
な
い
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
を
振
っ
て
、
中
身
が
残
っ

て
い
る
か
確
認
を
す
る

●
中
身
を
す
べ
て
出
し
切
る

●
ス
プ
レ
ー
缶
に
穴
を
あ
け
る

作
業
す
る
場
合
は

　
　
　
　
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
！

●
ガ
ス
抜
き
を
す
る
場
合
は
、
風
通
し
の

良
い
屋
外
で
マ
ス
ク
を
装
着
し
た
り
、

風
向
き
に
注
意
し
て
作
業
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
引
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
火
気
の
そ
ば
で
は
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
の
中
身
が
残
っ
て
い
る
状

態
で
の
穴
あ
け
は
大
変
危
険
で
す
。
ガ

ス
の
圧
力
で
噴
出
が
止
ま
ら
な
く
な
っ

た
り
、
引
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
出
し
は
収
集
日
の
当
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
ま
で
に
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　
環
境
衛
生
係

　

☎
８
５
ー
４
８
２
４

　

町
で
は
、
自
力
で
除
排
雪
が
困
難
な
高

齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
、
除
排
雪
支
援
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
世
帯

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
自
力

に
よ
る
除
排
雪
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯

●
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

●
こ
れ
ら
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
世
帯

助
成
内
容

　

三
種
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
て
行
う
除
排
雪
に
つ
い
て
、
１
冬
期

間
30
時
間
ま
で
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
30
時
間
を
超
過
し
た
分
は
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法

　

お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　
福
祉
係

　

☎
８
５
ー
２
１
９
０

　

町
で
は
「
三
種
町
食
育
・
地
産
地
消
推

進
計
画
」
を
定
め
、
食
育
の
普
及
と
推
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

バ
タ
ー
作
り
体
験
を
実
施
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格

　

三
種
町
民
に
限
る

※
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

　

農
林
課
に
お
越
し
の
う
え
、
応
募
用
紙

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

応
募
期
限　
11
月
11
日
（
月
）

　

定　
　
員　
先
着
20
人　

開
催
内
容

　

期　
　
日　
11
月
16
日
（
土
）

　

会　
　
場　
八
竜
公
民
館 

　

体
験
料
金　
無
料

　

内　
　
容

　

三
種
町
で
酪
農
を
経
営
し
て
い
る

細
越
牧
場
の
新
鮮
な
ミ
ル
ク
を
使

い
、
バ
タ
ー
を
作
り
ま
す
。
作
っ
た

バ
タ
ー
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
や
パ
ン
に
の

せ
て
実
食
会
も
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　
農
政
係

　

☎
８
５
ー
４
８
２
６

分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

【
燃
え
な
い
ご
み
編
】
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町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
名
誉
や
信
用
を

傷
つ
け
ら
れ
た
、押
し
つ
け
や
嫌
が
ら
せ
、

結
婚
や
就
職
時
の
不
当
な
差
別
、い
じ
め
、

登
記
問
題
な
ど
。
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

等
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
開
設

◆問い合わせ先　三種町農業委員会　農地調整係　☎８５ー４８３２

　秋田県最低賃金の改定等を受けて、今年度の農作業参考賃金の改
定を行いました。

　
秋
田
地
方
法
務
局

能
代
支
局
（
☎
５
４

―
４
１
１
１
）で
は
、

平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分
ま
で
人
権
相

談
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

令和元年度 三種町農作業 賃金および料金表（参考）
作　業　種　類 単　位 金　額

労  

賃

一般農作業 １日 6,400円
オペレーター １日 10,000円

※１日８時間労働。休息１日２回、１回15分。賄いなし。

機
械
作
業
等

畑 耕 起 10a 4,500円

水田耕起
整 理 田 10a 5,000円
未整理田 10a 5,500円

代かき
整 理 田 10a 5,000円
未整理田 10a 5,500円

田植え
整 理 田 10a 4,500円
未整理田 10a 5,000円

田植え側条（加算分） 10a 700円
苗運び 10a 1,500円
育　苗 １箱 640円
肥料散布（20kg） １袋 120円
薬剤散布 10a 1,000円
畦塗り １ｍ 30円
溝きり １ｍ 10円

バインダー
（紐込み）

整 理 田 10a 6,500円
未整理田 10a 7,200円

ハーベスター
整 理 田 10a 6,000円
未整理田 10a 6,500円

コンバイン
整 理 田 10a 14,000円
未整理田 10a 15,000円

生籾運搬
バ　 ラ 10a 1,100円
袋 詰 め 10a 2,100円

籾乾燥
生 30kg 520円

半 乾 燥 30kg 360円
籾摺り調整 30kg 250円

納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

12
月
２
日（
月
）が

納
期
限
で
す

役
場
各
納
付
窓
口
、
町
内
金
融
機

関
、
Ｊ
Ａ
、
期
限
内
で
あ
れ
ば
郵

便
局
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

県
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
個
人
事
業
税
（
第
２
期
）

12
月
２
日（
月
）が

　
　
納
期
限
で
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

　
納
税
部　
収
納
管
理
課

　
☎
０
１
８
ー
８
６
０
ー
３
３
３
１

　
山
本
支
所

　
☎
５
２
ー
６
２
０
１

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証

交
付
申
請
の
お
知
ら
せ

●
地
域
・
受
付
日

　

山
本
地
域　

12
月
16
日

　

八
竜
地
域　

12
月
17
日

　

琴
丘
地
域　

12
月
18
日

※
必
要
書
類
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

　
課
税
第
二
課

　
☎
０
１
８
ー
８
６
０
ー
３
３
４
１

※料金には消費税を含めています。
※この表は作業料金等の支払の「参考」として定めたものです。実際に支

払う作業料金等は、ほ場条件や作業の難易度などを勘案して、当事者間
で話し合い、決めて下さい。

●
日　
程

　

11
月
８
日　

10
時
～
15
時

　

山
本
公
民
館

●
人
権
擁
護
委
員

　

山
本
地
域　

　

千
葉　

聡　

信
太
民
久

　

小
沢
寿
昭

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　
町
民
係

　

☎
８
５
ー
４
８
２
５

農作業参考賃金の改定を行いました

広報 みたね
mitane town
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飲酒運転等の状況
（運転者住居別結果）

９月中 2019年累計
酒酔い運転 ０件 １件
酒気帯び件数 ０件 ０件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 １件

全県市町村順位（25市町村中）９位（前月10位）↑

町の工事契約状況（工事名および契約額、工期）

⃝木戸ノ沢森岳線側溝補修工事
　（有）田中土木	
　  4,180,000円　9/25～12/6

⃝長面地区側溝整備工事
　成和建設（株）	
　  3,470,500円　9/25～3/6

⃝赤沼住宅屋根葺き替え工事
　牧善工務店	
　  3,760,900円　9/27～11/22

⃝�琴丘小学校プール改修工事
　（有）ハウジングかとう工務店	
　  3,234,000円　9/25～12/27

⃝かよい橋橋梁補修工事
　田中建設（株）	
　  6,853,000円　10/9～3/19

⃝森岳駅線側溝補修工事
　笹土建工業（有）	
　  3,080,000円　10/9～12/6

不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す
！

　
町
内
で
粗
大
ご
み
や
家
電
製
品
、
一

般
ご
み
等
の
不
法
投
棄
が
多
数
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
そ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
る
と
、
自
然
や
街
の
景
観
を

壊
す
だ
け
で
は
な
く
、
水
質
や
土
壌
を

汚
染
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
10
月
現
在
ま
で
に
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
テ
レ
ビ
２
台
、
洗
濯
機
２
台
、

冷
蔵
庫
２
台
、
廃
タ
イ
ヤ
41
本
を
回

収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
缶
や
弁

当
の
空
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
も
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
な
ど
で
大
量
に
回
収
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
行
う
と
「
5
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
、
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
」

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
‼

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
環
境
衛
生
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
４

◆問い合わせ先　町民生活課　消防防災係　☎85－4823

　町では、防災行政無線でお知らせする情報をお手持ちの携帯電話にメールで配信するサービスを開始
しています。

　登録する場合は、携帯電話から登録用ＵＲＬへアクセスするか、ＱＲコードを読み込み
すると登録画面へ移行しますので、内容を確認して登録してください。

http://webbousai.town.mitane.akita.jp/mail/mobile/登録用URL

防災行政無線【メール配信サービス】のお知らせ

☎85－3001に電話をすると、24時間以内の放送内容を確認できます。
※通話料は利用者負担となります。
ご不明な点がありましたら、【町民生活課　消防防災係】までご連絡
ください。

防災行政無線
『電話応答サービス』

のお知らせ

三種町町内企業懇談会　講演

「人口減時代の経営戦略とＩＴ活用」
会  場

参加費　講演会まで無料
※懇親会参加者は会費5000円
定　員　30人程度
対　象　町内企業の経営者および従
業員、金融機関、その他経営戦略として
ＩＴ活用について興味のある方

人口減時代の
今こそ、ＩＴ活用を！

砂丘温泉ゆめろん
講演会　16時～17時  ※終了後、懇親会

株式会社リックテレコム　
IT経営マガジン「COMPASS」編集長  石　原　由美子 氏

主催：三種町　共催：三種町商工会　◆問い合わせ先　商工観光交流課　商工係　☎８５－４８３０

講
師

11月18日月

令和元年11月 14



年金
だより 「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は、その年の１月１日から12月31日までに納められた保険料（過去の年度分や追納された
保険料も含む）全額が所得税および住民税の申告において社会保険料控除の対象となります。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払って
いる場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、保険料を支払ったことを証明する書
類の添付が必要となります。
　このため、平成31年１月１日から令和元年９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月
上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られます。申告書の提出の際には、
必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（令和元年10月１日から12月31日までの間に、今年はじ
めて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られます）
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されている
電話番号にお問い合わせください。

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して毎年11月を「ねんきん月間」と位置付け国民のみなさんに公的
年金制度に対する理解を深めていただくため「出張年金相談窓口」や「年金セミナー」、「年金制度説明会」な
どの普及・啓発活動を行います。
　また、11月30日は、ご自身の年金記録や年金受給見込額を確認し、老後の生活設計に思いを巡らしていた
だく「年金の日」です。
　この機会に、年金記録の確認や年金見込額を試算できる「ねんきんネット」をご利用ください。（「ねんきん
ネット」のご利用登録は日本年金機構ホームページから可能です）

国民年金受給予
定者を対象にし
た相談を年金窓
口で行っていま
す。お気軽にご
相談ください。

◆問い合わせ先
　秋田年金事務所　☎018ー865ー2392　　健康推進課医療年金係　☎85ー2137
　琴丘総合支所　☎87ー3516　　　　　　山 本 総 合 支 所　☎83ー2115

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

11月は「ねんきん月間」11月30日（いいみらい）は「年金の日」！

【ねんきん加入者ダイヤル】
０５７０－００３－００４（ナビダイヤル）
※０５０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６６３０－２５２５へ
受付時間　⃝月～金曜日　８時30分～19時　
　　　　　⃝第２土曜日　９時30分～16時
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用になれません。

後藤工務店 秋 田 県 知 事 許 可
（般－27）第80204号

＊小さな家から大きな家まで造ります＊

秋田県山本郡三種町森岳字森谷地136－1
TEL 0185－83－3033　FAX 0185－83－3045

一般建築（設計・施工）新築・リフォーム・修理

代表　後 藤 正 春

夏涼しく　冬暖か安心できる地元の工務店
広告

医療法人
佳 聖 会 みなみ歯科

理事長  深 川 聖 彦
能代市河戸川大須賀52－3

ご自宅・施設へ伺います！

☎５２－８１１７

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

訪 問 歯 科 診 療
お気軽にご相談下さい むせる方ご相談下さい

広告

広報 みたね
mitane town

15



保健センター
☎83−5555

日曜がん検診のお知らせ
　平日に検診を受けられない方を対象に、医療機関で行う日曜がん検診を実施します。今年まだ受
けていない方は、この機会をぜひご利用ください。

注意　すでに集団検診や能代厚生医療センター・ＪＣＨＯ秋田病院の人間ドックを受けた方、今後受診予定の
ある方は、重複して受診できませんのでご注意ください。

医療機関で受ける

⃝検診料金は、当日能代厚生医療センターでお支払
いください。

⃝次の方は検診料金が無料になります。
①無料クーポン券・無料受診券をお持ちの方 
　⇒検診当日に必ずご持参ください。

※無料クーポン券・受診券を紛失した方は再発行
しますので、受診日前に保健センターへご連絡
ください。

②令和２年３月31日時点の年齢が満40歳の方と
満70歳以上の方

③非課税世帯の方（世帯を同じくする方全員が非課税）
⇒検診用非課税世帯確認願の発行手続きが必要で

す。健康推進課または各総合支所で手続きをし
てください。手続きの際は、健康保険証か免許
証をご持参ください。

④生活保護受給者の方
⑤検診日に満65歳以上で精神保健福祉手帳または

身体障がい者手帳（１～３級）をお持ちの方
※③～⑤に該当する方は、検診当日該当条件を証明

する書類を必ず提示してください。
当日提示できない場合は、無料になりませんので
ご注意ください。

⃝検診日程
検　診　日 受付時間 会　　場

11月24日（日） ８時30分～９時 能代厚生医療センター
健診センター

⃝検診項目・対象者・料金
検診項目 検 診 内 容 対象者 検診料金

（自己負担額）

肺がん検診 胸部レントゲン撮影 30歳以上 無　 料

胃がん検診 胃部レントゲン撮影
（バリウム検査） 30歳以上 1,200円

大腸がん検診 便潜血反応検査
（２日法） 30歳以上 500円

子宮がん検診 子宮頸部細胞診・
卵巣超音波検査

20歳以上
の女性 1,500円

乳がん検診
マンモグラフィ－ 40歳以上

の女性 1,000円

超音波検査 30～39歳
の女性 1,000円

対象者：受診日現在で三種町に住所のある方
　　　　（年齢は令和２年３月 31 日現在）

⃝申し込み方法　※申し込みの際は、「日曜がん検診の申し込み」とお話しください。
申し込み先 電話番号 受付時間 申 込 締 切

能代厚生医療センター
健診センター 52 ー 3111 【平日】14 時～ 16 時 11月15日（金）まで

健康づくり講演会を開催しました
　10月12日、山本ふるさと文化館で健康づくり講演会を開催しま
した。
　講演会では、昭和大学横浜市北部病院消化器センター長の工藤進
英氏が「大腸がん検診とＡＩ（人工知能）内視鏡」と題し、ＡＩに
よる大腸内視鏡診断についての説明や大腸内視鏡検査を受けること
の大切さについて講演しました。
　当日は約150人の参加者の方がたが、最新の情報に耳を傾け知識
を深めていました。

大腸がん検診で「要
精密検査」と判定
された方は、必ず
医療機関で大腸内
視鏡検査を受けま
しょう。

令和元年11月 16



能代・山本がん市民公開セミナー

◆問い合わせ先　能代厚生医療センター　☎５２－３１１１

　心の健康づくりや自殺予防について正しい知識をもち、地域で心の悩みをもつ人などの話を
きくことができるように、また相談内容を相談機関につないでいく活動ができる相談員を養成
することを目的に講座を開催します。
⃝対 象 者　心の健康づくりや地域の自殺対策に関心のある町民
　　　　　　（過去に受講された方や現在サロン活動されている方も参加できます）
⃝会　　場　八竜改善センター
⃝時　　間　各回13時30分～15時30分
⃝申込締切　11月18日（月）までに保健センターへ申し込みください

いのちの落語家　
樋口　強　特別講演「笑いは最高の抗がん剤」

内　容
13時15分～
　第１講演「がんを生きる」
　第２講演「タバコ肺（COPD）について」
14時30分～
　特別講演「笑いは最高の抗がん剤」

2019　11.16土
◆受  付　12時45分～
◆開  始　13時15分～

プラザ都会  場

こころ通信

こころちゃん
心のふれあい相談員養成講座を開催します

受講回数が２回以
上 の 方 に は、 修
了証書と「こころ
ちゃんバッチ」を
お渡しします。

開催日 内　　容 講　　師

＜１回目＞
11月21日（木）

開講式
講話：高齢者の気持ちを理解する
　　　～高齢者の心と身体的特徴・高齢者との関わり方について～
三種町の自殺の現状について

ＮＰＯ法人　蜘蛛の糸
　理事長　佐藤　久男 氏
保健センター　保健師

＜２回目＞
11月29日（金）

講話：気分障害について理解する
　　　～患者とその家族との関わり方について～
　　　※主にうつ病に関するお話です

能代厚生医療センター
精神科認定看護師
　　　　　内藤　建介 氏

＜３回目＞
12月11日（水）

講話：サロン活動について
　　　サロン紹介と傾聴のコツについてのお話です
閉講式

つながる♡輪
　代　表　今立　善子 氏

※この講座は、秋田県地域自殺対策強化事業費補助金により開催しています。

秋田なまはげの会出張相談会
～暮らしの相談会～ こころの相談会

相談内容

・借金や債務のこと
・相続のこと
・年金のこと
・成年後見制度のこと
など、お金や暮らしに関すること

こころの健康に関すること

開 催 日 11月30日（土） 11月25日（月）

相 談 員 秋田なまはげの会
相談アドバイザー

臨床心理士
成田ひとみ　氏

相談時間 各日とも、13時～16時（相談者１組に対して、１時間程度）
会 場 三種町保健センター
申し込み
方 法

原則、予約制ですが、当日のお申し込みでも結構です。
当日の場合は順番によりお待ちいただく場合があります。

※この相談会は、秋田県地域自殺対策強化事業費補助金により開催しています。

　専門の相談員がじっくり対応します。秘密は厳守しますので、悩ま
ずお気軽にご相談ください。

無料相談会のお知らせ

実施地区
山本地域

実施日
11月19日（火）

巡回コースと受付時間帯

◆保健センター	 10時～11時20分
◆特養ホームもりたけ	 13時～14時
◆山本公民館	 14時45分～16時
※献血に関する質問などは保健センター

までご連絡ください。

巡回献血に
ご協力ください！

広報 みたね
mitane town
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◆相談・申し込み・問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

＊ ミ ニ 講 話 ＊　「認知症のくすり」
＊お薬に関する相談＊　薬について気になることがある方は、この機会にぜひご相談ください。
　　　　　　　　　　　お薬手帳をお持ちの方はご持参ください。

薬剤師さんが
参加します。

●と　き　11月14日　13時30分～15時
●ところ　深浜地区集会所（鹿渡地区）
●参加費　無料（参加自由）

もの忘れプログラム体験
　タッチパネル式の簡単な操作でできる認知症
早期発見のために開発されたプログラムです。

　12月は金陵の館で行
います。

来月の予告

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

今
月
の
予
定

◆
転
倒
予
防
教
室

い
き
い
き
元
気
塾

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予

防
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維

持
、
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

◆
参
加
費　
１
３
０
０
円

尿
も
れ
予
防
体
操
用
ボ
ー
ル
代

（
お
持
ち
で
な
い
方
）

●八竜地域　12月の予定は12月３日です。
●琴丘地域を利用される方へ
　琴丘地域会場は２回（パレス琴丘）ありますが、初めて
利用される方は原則として「琴丘地域Ｂ」を利用していた
だきます。

◆
認
知
症
予
防
教
室

　
わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性

化
し
、認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

３
月
ま
で
は
、
浜
口
公
民
館
で
実

施
し
ま
す
！

●「いきいき元気塾」日程

地　域 八竜地域 琴丘地域Ａ 琴丘地域Ｂ 山本地域

と　き 11月５日 11月12日 11月13日 11月19日

ところ 八竜改善センター パレス琴丘 パレス琴丘 山本公民館

男
性
限
定
！「
お
と
こ
塾
」

～
男
性
の
介
護
予
防
講
座
～

　

高
齢
期
の
男
性
に
現
れ
や
す
い
症
状
の

改
善
を
目
指
し
、
実
践
し
な
が
ら
介
護
予

防
に
つ
い
て
学
び
、
要
介
護
状
態
に
な
る

時
期
を
先
送
り
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

男
同
士
、
気
兼
ね
な
く
語
ら
う
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

おれんじカフェ 認知症になっても地域で暮らすために…

と　き 11月21日 11月27日

ところ すいらんの館 浜口公民館

●「わくわく！脳力アップ教室」日程

対　　象　おおむね65歳以上
持 ち 物　内ズック、飲み物
申し込み　随時
時　　間　10時～11時30分

共
通
事
項

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

と　　き
11月18日 12月２日 12月16日 １月６日 １月20日

13時30分～15時

と こ ろ 鯉川地区コミュニティセンター　　
※お住まいの地域に関係なく参加できます

対　　象 おおむね65歳以上の男性　

内　　容

高齢期の男性に現れやすい症状と予防について
＊嚥下〈飲みこみ〉	 ＊排尿障害　　 
＊脚・膝・腰の痛み　
＊物忘れ	 ＊難聴
気になることはありませんか？
自分でできるお手入れ法や予防するための体操の紹介、脳トレ、
運転免許更新時の認知機能検査の体験などを行います

申し込み 11月６日までに電話でお申し込みください。
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　申し込みは、受付開始日から先着順になりますので、ご理解のほどよろしくお願
いいたします。
　ゆめろんへの入館料、500円は個人負担です。（ゆめろんフロントで参加教室名とお名
前をお伝えのうえ、入館料のお支払いをお願いします。）
　参加申し込みをした方は、お忘れなく教室へご参加をお願いします。なお、申し込み後、
参加できなくなった方は、企画政策課クアオルト推進室まで必ずご連絡をお願いします。

クアオルト運動教室　参加者募集!!

・浴室での教室　１人　月１回まで　　・運動室での教室　１人　月１回まで（ポール＆ボール・ステップエクササイズ合わせて）

クアオルト
コーナー

◆問い合わせ先　企画政策課  クアオルト推進室　☎85－4822

の「体組成計」測定日のお知らせ11月
・毎月第３木曜日に開催しています。
・申し込みは不要ですが、入館料が

必要です。
・ペースメーカーを使用されている

方はご利用できません。
・裸足で測定します。（ストッキング

やタイツ不可）

⃝日　時
　11月21日（木）
　10時～11時30分
⃝場　所
　ゆめろん２階
　クアオルト運動室

日中ウオーキングのお知らせ
【日　時】11月10日（日）９時スタート
【集合場所】釜谷浜海水浴場駐車場
【コース】釜谷浜サンセットコース

　琴丘クアの古道コースの実施時間が、11月から
７時に変更になりますのでお知らせします。

11月・12月

12月５日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】 10人 11月25日～12月３日
12月19日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10人 12月９日～12月17日

定員 申込期間
11月７日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】 10人 受 付 中～11月５日
11月21日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10人 11月11日～11月19日

の浴室教室スケジュール

11月・12月 定員 申込期間
11月11日 10：00～11：00 ポール＆ボール教室 10人 11月１日～11月７日
11月27日 13：30～14：30 ステップエクササイズ教室 10人 11月15日～11月25日

12月９日 10：00～11：00 ポール＆ボール教室 10人 11月29日～12月５日
12月25日 13：30～14：30 ステップエクササイズ教室 10人 12月13日～12月23日

の運動室教室スケジュール

クアの道コース紹介 ～釜谷浜サンセットコース編～
　釜谷浜は、環境省が認定した“快水浴場百選”の、自然のままの砂浜と風車を楽しむことができる人気スポットです。世界遺
産の白神山地や国定公園の男鹿半島を望むことができ、毎年７月下旬から８月末までサンドクラフトを展示しています。
　海沿いに設計された本コースは、海風を利用します。海水を含んだ海風（海水エアロゾル）は、塩分の粘液分解作用・気道
粘膜の血行向上・（気道）繊毛運動の改善により、粘液の分解と肺からの排出を促します。特に、午前中がオススメです。また、
町内の他のコースに比べ累積高度差が小さいですが、少し荒めの砂の上を歩くことにより舗装路の1.5倍以上の運動効果が与え
られるといわれています。
　砂浜を存分に生かした風車コース（全長3.1㎞）と、強い海風を弱めて松林の中を散策する松林コース（全長3.2㎞）があり、
歩く方の体力やその日の天気にあったコース設計がされています。（今年は、11月10日までトイレと炊事場が使用できます）

▲午前中は海から冷たい風が吹き込みます ▲海岸線に建設された風車を背に

日本クアオルト研究所認定

※�水筒や汗拭きタ
オルなどを持参
してください。
（雨天時は雨具
が必要です）早朝ウオーキングの時間が変わります

広報 みたね
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10
月
５
日
、琴
丘
総
合
体
育
館
で「
あ

き
た
元
気
ム
ラ
大
交
流
会
２
０
１
９
in

三
種
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
地
域
同
士
の
交
流
を
通

じ
て
集
落
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
約
20
団
体
が
集
ま
り
、
地
元

三
種
町
か
ら
は
下
岩
川
地
区
や
内
鯉
川

地
区
、
上
岩
川
地
区
が
事
例
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
団
体
が
出
展
し
た
試
食
大

交
流
会
で
は
、
各
地
の
特
産
品
を
使
っ

た
郷
土
料
理
を
は
じ
め
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
創
作
料
理
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、

訪
れ
た
参
加
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
鵜
川
地
区
の
み
な
さ
ん
協

力
に
よ
る
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者

一
同
が
輪
に
な
り
み
な
さ
ん
で
楽
し
く

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、
役
場
本
庁
で
「
三
種
町

と
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
解
体
工
事
業

協
会
と
の
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
力

に
関
す
る
協
定
」
締
結
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
災
害
発
生
時
に
、
秋
田
県
解

体
工
事
業
協
会
か
ら
機
械
や
技
術
の
提

供
を
い
た
だ
き
、
倒
壊
し
た
建
物
等
か

ら
の
人
命
救
助
や
障
害
物
の
早
急
な
除

去
に
よ
る
道
路
交
通
機
能
の
確
保
を
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

締
結
式
で
田
川
町
長
は
「
全
国
的
に

災
害
が
発
生
し
て
い
る
中
、
自
然
災
害

の
備
え
と
し
て
専
門
事
業
者
と
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
心

強
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
小
野
代
表
理
事

は
「
我
わ
れ
の
技
能
を
発
揮
し
、
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
車
両
の
通
行
路
確
保

に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
、
札
幌
市
す
み
れ
ホ
テ
ル

で
第
６
回
北
海
道
み
た
ね
会
総
会
・
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
み
た
ね
会
は
、
三
種
町
出
身

で
北
海
道
に
お
住
ま
い
の
方
が
中
心
と

な
り
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
、

三
種
町
関
係
者
を
招
き
、
町
と
の
親
交

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
会
員
を
中
心
に
29
人
が
参
加

し
、
ふ
る
さ
と
三
種
町
の
話
題
に
花
を

咲
か
せ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
会
場
入
口
で
会
員
主
導

の
ふ
る
さ
と
特
産
品
販
売
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
売
り
切
れ
が
続
出
す
る
な
ど

好
評
を
博
し
ま
し
た
。

あ
き
た
元
気
ム
ラ
大
交
流
会

２
０
１
９
in
三
種

災
害
時
の
心
強
い
味
方
！

秋
田
県
解
体
工
事
業
協
会

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ

北
海
道
み
た
ね
会

▲県内各地の「元気」が大集合

▲いざというときに備えて

▲年に一度の親交会に話がはずみました

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

湯
沢
晃
平
で
す
！

　

三
種
町
に
移
住
し
て
１

年
半
が
経
ち
、
任
期
の
３

年
ま
で
折
り
返
し
と
な

り
ま
し
た
。
毎
日
が
充

実
し
て
い
て
月
日
が
流
れ

る
の
は
本
当
に
早
い
な
と
感
じ
ま
す
。

　

10
月
16
日
に
は
琴
丘
中
学
校
か
ら
依

頼
を
い
た
だ
き
、
１
年
生
の
総
合
学
習

の
時
間
に
「
三
種
町
で
生
活
し
て
思
う

こ
と
」を
テ
ー
マ
に
お
話
を
し
ま
し
た
。

松
庵
寺
の
副
住
職
で
あ
る
渡
邊
英
心
さ

ん
、
道
の
駅
こ
と
お
か
グ
リ
ー
ン
ぴ
あ

店
長
の
河
村
純
子
さ
ん
の
３
人
と
ご
一

緒
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
で
自
分
の
経
験
や

現
在
の
仕
事
、
三
種
町
に
つ
い
て
思
う

こ
と
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
中
学
生
か

ら
「
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
ど
う
思
い

ま
す
か
」
や
「
三
種
町
で
無
く
な
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
は
何
で
す
か
」な
ど
、

鋭
い
質
問
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
話
が
中
学
生
に
対
し
て
ふ

る
さ
と
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
体
調

を
崩
さ
な
い
よ
う
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。
ボ
ン
バ
ー
！
！
！

まちの話題
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町
長
室
か
ら

町
長
　
田
川
　
政
幸

　

10
月
16
日
、
琴
丘
中
学
校
の
職
場
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
琴
丘
保
育
園
に
は
２
年
生

３
人
が
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
～
４
歳
児
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
保
育
士
の
お
手
伝
い
を
し
な

が
ら
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

３
歳
児
ク
ラ
ス
を
担
当
し
た
兒
玉
京

佳
さ
ん
は
「
小
さ
い
子
ど
も
を
お
世
話

す
る
こ
と
に
不
安
な
こ
と
も
あ
る
が
、

と
て
も
楽
し
い
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
て
大
変

な
仕
事
だ
と
感
じ
た
」
と
仕
事
の
大
変

さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

た
檜
森
歌
子
さ
ん
に
、
長
寿
祝
金
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

歌
子
さ
ん
は
、大
正
８
年
10
月
３
日
、

旧
浜
口
村
に
生
ま
れ
、
昭
和
13
年
に
故

三
九
郎
さ
ん
と
結
婚
。
１
男
４
女
を
授

か
り
ま
し
た
。

　
「
歌
子
商
店
」
と
い
う
お
店
を
営
み

な
が
ら
民
生
委
員
の
活
動
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。
長
寿
の
秘
訣
は
、「
し
っ
か

り
と
休
養
と
睡
眠
を
と
る
こ
と
」
だ
そ

う
で
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
幸
苑
で
行

わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
親
族
を
は
じ
め

施
設
の
職
員
や
入
所
者
の
方
が
た
か
ら

の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

保
育
士
を
体
験

琴
丘
中
学
校
職
場
体
験

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
寿
祝
金
を
贈
呈

▲歌子さんと親族のみなさん

▲仕事のやりがいを感じながら体験する琴中生

　

秋
も
深
ま
り
里
山
も
色
づ
い
て
参
り
ま
し

た
。
日
々
の
業
務
を
遂
行
す
る
中
、
町
で
は
現

在
、
来
年
度
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お
り
、

一
年
の
サ
イ
ク
ル
の
早
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

先
月
は
台
風
19
号
の
上
陸
に
よ
り
、
広
い
地

域
で
河
川
の
氾
濫
・
土
砂
災
害
等
大
き
な
被
害

が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
が
た

に
は
心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
幸
い
当
町
で
は
、
三
種
川
の
氾
濫
が

危
ぶ
ま
れ
た
も
の
の
大
き
な
被
害
は
な
く
、
河

川
改
修
等
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ふ
れ
あ

い
バ
ス
・
巡
回
バ
ス
」
は
、
お
陰
様
で
順
調
に

運
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
改
善
点
や
課
題
も

見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
町
民
の
み

な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
運
行
形
態
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
び
の
ふ
れ
あ

い
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
共
助
運
行
が
大
き

な
意
義
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
住
民
を
想

う
共
助
団
体
の
方
が
た
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を

抱
き
な
が
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
変
あ

り
が
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
暖
房
器
具

等
の
利
用
が
増
え
て
参
り
ま
す
。
火
災
予
防
と

体
調
管
理
に
は
十
分
に
配
慮
し
、
安
全
で
健
康

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

９
月
27
日
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

信
太
恒
紀
・
幸
奈
さ
ん
（
豊
岡
）
の

　

陽あ
き

仁と

ち
ゃ
ん
（
５
月
７
日
生
）

　

荒
谷
淳
・
穂
菜
美
さ
ん
（
大
口
）
の

　

陽は
る

真ま

ち
ゃ
ん
（
５
月
18
日
生
）

　

信
太
さ
ん
は
「
優
し
く
て
、
心
身
と

も
に
丈
夫
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」、

荒
谷
さ
ん
は「
名
前
の
由
来
の
と
お
り
、

春
の
日
差
し
の
よ
う
に
暖
か
く
真
っ
す

ぐ
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
我
が
子
の
成

長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
願
い

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
を
贈
呈

陽真ちゃん 陽仁ちゃん

広報 みたね
mitane town

21



生涯学 習通信
月号

教育委員会　☎87－2115（代表）
11

　９月17日、八竜中学
校にて佐々木久長秋田大
学准教授の講話が行われ
ました。
　スマートフォンやゲー
ムなどのメディア依存症
になると、就寝時間が遅
くなり、健康に被害が出てしまうことなどを分か
りやすく話され、生徒たちも積極的に参加しなが
らそれぞれの生活を振り返りました。

　依存症の裏には寂しさが隠れて
いることもあります。自宅での過
ごし方を見直すためには、家族で
協力し合うことも大事です。

　今回の作品は、家族や民族の違いを越えた究極の「人間
愛」の物語です。
　キャスト・スタッフは小学生から大人まで総勢250人を
超え、特にコーラスは町内外の合唱サークルのほか、八竜
中学校３年生全員が参加。挿入歌、衣装、装置等もオリジ
ナルで、見ごたえのある舞台になることは必至です。お誘
い合わせの上お越しください。

◆問い合わせ先　三種ミュージカル実行委員会事務局
　岩谷  ☎090－8926－0029　田中  ☎090－2276－2668

◆問い合わせ先　八竜公民館　☎85－2177

八竜中学校「メディアと健康」講演

第４回  三種ミュージカル

◆申し込み・問い合わせ先
生涯学習係　☎87－2113

主催：八竜図書ボランティアグループ「はみんぐ」・八竜公民館

子どもも大人もどなたでも楽しめます。
お気軽にどうぞ！

⃝おはなしとコントラバスの共演
　コントラバスの演奏（男鹿市・佐藤毅

たけし

さん）に乗せて
　あまんきみこのファンタジー童話の世界へ
⃝八竜のむかしばなし
　知っていますか、八竜地域に伝わる「むかしばなし」
⃝手話ソング
　楽しい手話ソングを歌おう

※おやつ少々あります
   （飲み物は各自持参）

日　時　11月17日（日）10：00～11：30
会　場　八竜公民館（八竜改善センター）１階ホール

日　時　11月10日（日）
開　場　13：00　　　開　演　13：30
会　場　八竜体育館
入場料　大人 1,000円　　高校生以下 500円
主　催　三種ミュージカル実行委員会
後　援　三種町・三種町教育委員会ほか

はみんぐ  読書まつり第13回

⃝

日
　
程
　
12
月
８
日（
日
）

　
８
時
　
山
本
総
合
支
所
　
発

　
10
時
　
小
坂
町
康
楽
館
　
着
・
観
劇

　
昼
食
は
各
自
に
て
（
館
内
売
店
・
周
辺
の
食
堂
等
）

　
15
時
　
観
劇
終
了
～
康
楽
館
　
発

　
17
時
　
山
本
総
合
支
所
　
着

⃝

参
加
費
　
無
料
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
小
坂
町
康
楽
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る「
康
楽
館
演
劇
祭
」

に
、森
岳
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
が
出
演
し
ま
す
。国
重
要
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
明
治
時
代
の
芝
居
小
屋
で
披
露
さ
れ
る
、

森
岳
子
ど
も
歌
舞
伎
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、応
援
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

康
楽
館
演
劇
祭

森
岳
小
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
出
演

＜あらすじ＞　明治中期、貧しい農家の後妻となったふじは、誤っ
て先妻の子を死なせてしまい刑務所送りとなる。そのとき、夫の
子を宿していたふじは獄中でハツを出産する。
　ハツは、ふじの教

きょう

誨
か い

師
し

としてアメリカから来ていたミス・ハリ
ソンに養育され、やがて渡米するが……。
　舞台は、郷土の男性２人が墓参に旅立ち、ミス・ハリソンとハ
ツの眠るハワイに降り立つ場面から始まる。

観
覧
者
募
集
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10
月
14
日
、
町
内
各
地
で
体
育
の

日
諸
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
釜
谷
浜

コ
ー
ス
で
の
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
こ
と
お
か
中
央
公
園

で
は
み
た
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ス
カ

ル
パ
野
球
場
で
は
秋
合
宿
中
の
和
歌

山
南
陵
高
校
と
金
足
農
業
高
校
の
試

合
な
ど
、
様
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
10
月
11
日
、
下
岩
川
小
学
校

杉
の
子
お
助
け
隊
（
代
表
　
北

林
大
輔
さ
ん
）
が
秋
田
県
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
登
下
校
の
声
を
か
け
な
が
ら

の
見
守
り
や
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
活
動
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
に
お
い
て
大
き
な
事
件
や
事

故
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、防
犯・

交
通
安
全
の
両
面
で
活
動
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
、
高

く
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。

　９月27日、琴丘中学校では、郷土の自然に
ふれ合い、文化財のクリーンアップを通して連
帯力や達成感を持つことな
どを目的に、今年も全校で
房住山33観音クリーンアッ
プ作戦を実施しました。
　当日は天気にも恵まれ、
生徒たちは協力し合いなが
ら楽しんで観音をきれいに
していました。

　10月６日、鹿角市の道の駅おおゆを発着点に、第６回秋田25市町村対抗駅伝が行われました。小学生から大人まで、
幅広い年代が参加する同大会で悲願の３位入賞を果たしました。大会まで合同練習を重ねた選手たちはお互いの絆を
一本のタスキに乗せ、全力で走り抜けました。応援ありがとうございました。

町の部  第３位！
【大会結果】
　町の部　第３位（総合19位）
　第１区　佐々木剣心（湖北小）
　（1.4㎞）	 27位	 ４分52秒
　第２区　檜森　星那（浜口小）
　（1.0㎞）	 27位	 ３分26秒
　第３区　菊地　次郎
　（4.0㎞）	 ５位	 12分26秒
　第４区　小栗美唯菜（八竜中）
　（3.0㎞）	 19位	 11分21秒
　第５区　櫻庭　京助（山本中）
　（3.6㎞）	 21位	 12分34秒
　第６区　鈴木　　翔（能代高）
　（5.4㎞）	 27位	 21分40秒
　第７区　近藤　大貴
　（7.8㎞）	 17位	 25分56秒
　第８区　児玉　樹理
　（2.9㎞）	 18位	 13分04秒
　第９区　大村　彩華（八竜中）
　（3.8㎞）	 15位	 14分32秒

※区間順位と記録

房住山33観音クリーンアップ作戦

施設に感謝♪  ボランティア 令和元年度
秋田県安全・安心まちづくり功労者表彰　10月３日、琴丘中学校の全校生徒による、こ

とおか中央公園各施設および周辺のクリーン
アップが行われました。これは琴丘地域スポー
ツクラブ連盟（田中忠夫会長）が呼びかけ、毎
年体育の日の前に行われています。

　生徒たちは、体育館
に野球場、テニスコー
トや公園道路等、日ご
ろお世話になっている
施設を丁寧に清掃して
いました。

体
育
の
日

琴丘中学校

第６回　秋田25市町村対抗駅伝
ふるさとあきたラン！鹿角大会

大久保校長先生が
代理で表彰されました

広報 みたね
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月　　日 行　　　事　　　名 場　　　所
11月２日～３日 2019年度Ｕ15ユース育成強化大会兼Ｕ14強化指定選手選考会 琴丘総合体育館・山本体育館
11月９日 秋田銀行女子バスケットボール部中学生バスケットボール教室 琴 丘 総 合 体 育 館
11月９日～10日 第47回琴丘招待中学校新人バスケットボール大会 琴 丘 総 合 体 育 館
11月23日 第33回剣道錬成三種大会 琴 丘 総 合 体 育 館
11月24日 第12回三種町綱引選手権大会 琴 丘 総 合 体 育 館
12月１日 第16回全国小学生タグラグビー選手権大会秋田県予選 琴 丘 総 合 体 育 館

11月のスポーツ行事

　町では、平成29年４月以降に県内企業等に
就職している方（公務員等は除く）を対象とし
た奨学金返還助成制度を実施しています。
　県の返還助成制度に該当している方も、町制
度と併用して助成を受けることが可能ですので
お問い合わせください。

県内就職者・町内在住者向けに
奨学金の助成を行っています

◆問い合わせ先　総務学事係　☎87－2115

◆申し込み先　八竜体育館　☎85－2930

日　　時　11月27日（水）９：00～15：00予定
　　　　　八竜公民館（八竜改善センター）発着
会　　場　秋田県立博物館
定　　員　20人（多数の場合は抽選します。10人に満た

ない場合は中止します）
講　　師　佐々木彦一郎さん
　　　　　（秋田県立博物館古文書解読ボランティア）
受 講 料　無料（昼食は自己負担。詳しくは参加者に連絡します）
申し込み　11月13日（水）17：00まで
◆申し込み・問い合わせ先　八竜公民館　☎85－2177

　秋田県立博物館には、旧石器時代から近現代まで
の秋田の歴史と人びとの暮らしにまつわる様ざまな
物品が展示、紹介されています。
　しかし、三種町からの収蔵品や三種町にまつわる
資料がどのくらいあるのか分からないのが実情で
す。そこで、今回は特別に博物館の厚意により、三
種町からの収蔵品やそれにまつわるお話も教えてい
ただけることになりましたので、「県立博物館で三
種町の歴史を学ぶ」移動公民館講座を開催します。
お誘いあわせの上、ご参加ください。

八竜公民館講座 県立博物館で三種町の歴史を学ぶ

主　催　八竜地域スポーツクラブ
日　時　11月29日（金）・12月20日（金）・１月31日（金）
　　　　10：00～（１～２時間程度）
　　　　※内容によって時間が変わります。
会　場　八竜体育館
内　容　椅子に座ってかんたんストレッチ
　　　　音楽に合わせて楽しく体操
　　　　ボールを使ってリズミカル体操
　　　　脳トレーニングなどを行います。
参加料　無　料
講　師　ファミリー健康体力向上コーディネーター
服　装　運動のできる服装
　　　　（タオル、内ズック、飲み物持参）

健康長寿を目指し  気軽にできる運動
★今日も笑顔★楽しい★元気★

元気アップ運動教室

第９回三種町ミニテニス交流大会  参加者募集
日　時　12月１日（日）
　　　　８：30　受付開始　９：00　開会式
会　場　八竜体育館
参加料　１人500円（当日徴収します）

◆申 し 込 み 先　八竜体育館　☎85－2930（11月25日締切）
◆問い合わせ先　畠山　篤美　☎080－5568－3841

　スポーツくじ（toto・ＢＩＧ）は、子どもからお年寄りま
で誰もが身近にスポーツに親しめる環境整備や、国際競技力
向上のための環境整備など、新たなスポーツ振興政策を実施
するため、その財源確保の手段として導入されたものです。
　独立行政法人日本スポーツ振興センター（ＪＳＣ）では、
スポーツくじ（toto・ＢＩＧ）の収益をもとに、地方公共団
体やスポーツ団体が行うスポーツの振興を目的とする事業に
対してスポーツ振興くじ助成を実施しています。
　琴丘総合体育館および八竜体育館では、このスポーツ振興
くじ助成金を受けて、トレーニング機器を設置しました。（助
成金額4,440,000円）
　ぜひご利用いただき、日頃の健康増進のためお役立てくだ
さい。

スポーツ振興くじ助成事業について

◆問い合わせ先　スポーツ係　☎87－2113

◆琴丘総合体育館
・ランニングマシン
　２台

・ラットプルダウン
　１台

・ショルダープレス
　１台

◆八竜体育館
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で

清

水

空

さ

ん

（
５
年
）
は
「
楽

し
く
パ
レ
ー
ド
を

行
う
こ
と
が
で
き

た
。
交
通
事
故
の

な
い
町
に
な
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
元
気
に
発

表
し
ま
し
た
。

各
小
学
校
で
は
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
の
協
力
員
を
招
待
し
て

な
べ
っ
こ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

湖
北
小
で
は
地
域
の
民
生
委
員
を

迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
楽
し
ん
だ
後
、
縦
割
り

班
で
鍋
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し
た
。

具
材
を
順
序
よ
く
入
れ
な
が
ら
調
理

し
、
出
来
た
熱
々
の
鍋
を
民
生
委
員

と
い
っ
し
ょ

に

い

た

だ

き
ま
し
た
。

平

川

雅

優

さ

ん

（

６

年

）

は

「

班

長

な

の

で

鍋

の

具

合

を

見

な
が
ら
作
っ

た

。

と

て

も

お

い

し

か

っ

た

。

楽
し
い
な
べ
っ
こ
会
は
来
年
も
続
い

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

森
岳
小
で
は
前
半
に
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
行
わ
れ
、
見
守
り
隊
の
皆
さ
ん

は
コ
ー
ス
の
途
中
で
安
全
確
認
に
協

力
し
ま
し
た
。
後
半
は
見
守
り
隊
と

い
っ
し
ょ
に
な
べ
っ
こ
会
を
行
い
ま

し
た
。
レ
シ
ピ
を
参
考
に
順
序
よ
く

具
材
を
入
れ
な
が
ら
調
理
し
完
成
し

た
鍋
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
４
年
連
続

新
記
録
を
出
し
た
工
藤
圭
太
さ
ん

（
６
年
）

は
「
今
年

も
新
記
録

を
出
し
て

う
れ
し
い
。

な
べ
っ
こ

は
み
ん
な

で
協
力
し

て
作
っ
た

の
で
と
て

も
お
い
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
琴
丘
小
学
校
１
・
２
年

生
が
地
元
の
ぶ
ど
う
園
を
訪
問
し

「
ぶ
ど
う
狩
り
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

地
元
で
果
樹
園
を
営
ん
で
い
る
近
藤

貢
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
初
め
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
１
人
２
房
の
予
定

で
し
た
が
子
ど
も
た
ち
の
「
も
っ
と

採
り
た
い
」
と
の
要
望
に
応
え
２
房

追
加
し
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
初
体
験
の
子
ど
も
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
真
剣
に
採
っ
て

い
ま
し
た
。
鎌
田
ひ
ま
り
さ
ん
（
１

年
）
は
「
ぶ
ど
う
は
い
い
に
お
い
が

し
て
甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
味
が
し
ま
し
た
」

小
玉
果
朋
さ
ん
（
２
年
）
は
「
一
番

お
い
し
い

と
教
え
て

く
れ
た
太

い
幹
に
つ

い
て
い
る

ぶ
ど
う
を

採
り
ま
し

た
。
お
い

し
か
っ
た

で
す
」
と

話
し
ま
し

た
。金

岡
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
取

材
し
て
、
５
つ
あ
る
ク
ラ
ブ
全
て
に

ふ
る
さ
と
先
生
が
い
た
こ
と
、
な
ん

と
10
年
以
上
も
続
け
て
い
る
方
が
い

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か

片
方
だ
け
で
は
な
く
お
互
い
に
利
点

が
あ
る
か
ら
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ど
の
ク
ラ
ブ
で
も
子
ど

も
た
ち
の
生
き
生
き
と

し
た
表
情
が
印
象
的
で

し
た
。

令和元年度 第７号 三種町学校支援通信 ＜せせらぎ美点凝視Ver＞

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

小
学
生
が
地
域
を
パ
レ
ー
ド
し

な
が
ら
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

下
岩
川
小
学
校
は
全
校
児
童

が
鼓
笛
隊
を
編
成
し
地
域
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
沿
道
で
は

地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え

て
い
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
を
終

え
、
川
村
蓮
さ
ん
（
６
年
）
は

「
地
域
の
皆
さ
ん
や
家
族
に
元

気
と
勇
気
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
事
故
の
な
い

下
岩
川
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

浜
口
小
学
校
は
全
校
児
童
が

浜
口
保
育
園
年
長
児
と
い
っ
し
ょ

に
パ
レ
ー
ド
し
な
が
ら
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
停
止

演
奏
を
し
た
前
庭
や
パ
レ
ー
ド

コ
ー
ス
の
沿
道
で
は
た
く
さ
ん

の
地
域
の
方
が
手
を
振
っ
て
出

迎
え
て
い
ま
し
た
。
閉
会
行
事

第 ７ 号

－発行者－

三種町教育委員会

教育活動推進員

渡邊 清彦

み
た
ね
の
学
校

こ
の
度
、
山
本
中
学

校
で
「
よ
う
こ
そ
先
輩

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
森
岳

出
身
の
三
浦
洋
さ
ん

（
元
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
勤

務
）
が
務
め
ま
し
た
。

「
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
み

よ
う
～
電
波
で
つ
な
が

る
世
界
～
」
と
題
し
て

子
ど
も
の
頃
か
ら
ラ
ジ

オ
局
に
入
社
す
る
ま
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
入
社

後
の
仕
事
に
つ
い
て
等

の
内
容
で
し
た
。
生
徒

に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の

な
い
ラ
ジ
オ
の
世
界
を

知
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
「
継
続
は
力

な
り
」
「
チ
ャ
ン
ス
は

普
段
か
ら
準
備
し
て
い

る
人
に
訪
れ
る
」
な
ど

力
強
い
励
ま
し
を
受
け

ま
し
た
。
信
太
風
愛
さ

ん
（
３
年
）
は
「
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
仕
事

に
し
て
い
く
こ
と
が
す

ば
ら
し
い
。
私
も
自
分

の
夢
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

浜口小学校 下岩川小学校

金
岡
小
で
は
今
年
度

将
棋
、
お
茶
、
卓
球
、

昔
遊
び
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
の
ク
ラ
ブ
に
６
人
の

ふ
る
さ
と
先
生
が
指
導

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

卓
球
ク
ラ
ブ
に
は
田
村

房
雄
さ
ん
（
中
嶋
）
が

趣
味
を
活
か
し
基
本
練

習
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で
内

容
の
濃
い
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
取
材
日
に
は

ゲ
ー
ム
の
様
子
を
温
か

い
笑
顔
で
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。
部
長
の
関
瑛

汰
さ
ん
（
５
年
）
は

「
ふ
る
さ
と
先
生
か
ら

サ
ー
ブ
や
打
ち
方
な

ど
を
教
え
て
も
ら
っ

て
上
手
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

昔
遊
び
ク
ラ
ブ

に
は
櫻
庭
信
子
さ

ん
（
外
岡
）
と
櫻

田
節
子
さ
ん
（
中

嶋
）
が
協
力
し
竹
鉄
砲

や
ビ
ニ
ー
ル
凧
な
ど
を

作
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
部
長
の
石
井
美
羽

さ
ん
（
６
年
）
は
「
毎

回
、
身
近
に
あ
る
も
の

を
使
っ
て
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

琴
丘
小
学
校

山
本
中
学
校

金
岡
小
学
校

湖
北
小

森
岳
小

広報 みたね
mitane town
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インフォメーション

保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日

真心込めてご供養のお手伝いをします

●小動物（小鳥、その他）
●エキゾチックアニマル
●超小型犬、猫
●小型犬

６,３００円
１０,５００円
１３,６５０円
14,700円

●中型犬
●大型犬
●特別大型犬

16,200円
２１,４５０円
２4,150円

火 葬 価 格

ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。
飼い主は最後まで
　面倒を見て差し上げてください。
飼い主は最後まで
　面倒を見て差し上げてください。 詳しくはお問い合わせください。

飼い主募集！
「可愛がってください」

飼い主募集！
「可愛がってください」

広告

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

⃝

歌
謡
教
室

　
11
月
23
日　

13
時
〜
16
時

※
11
月
の
休
館

　

５
、
11
、
18
、
25
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

　
　
　
（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

能
代
山
本
医
師
会
病
院　

公
開
講
座　
第
５
回
能
代

山
本
が
ん
を
知
る
つ
ど
い

⃝

と　
き　
11
月
10
日　

13
時

30
分
～
15
時　

12
時
45
分
受
付

開
始　

13
時
30
分
開
会

⃝

と
こ
ろ　
能
代
山
本
広
域
交

流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝

講
演
内
容

①
「
が
ん
に
な
っ
て
も
住
み
よ

い
街
を
め
ざ
し
て
」

②
「
肥
満
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

ま
で
～
泌
尿
器
科
の
が
ん
」

※
参
加
無
料

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
山
本
医
師
会
病
院
庶
務
課

研
修
担
当（☎

５
８
―
３
３
１
１
）

透
析
患
者
の
み
な
さ
ん
へ

第
33
回「
腎
臓
病
学
習
会
」

開
催
の
ご
案
内

⃝

と　
き　
11
月
17
日

　
　
　
　
　

12
時
～
14
時
30
分

・
受
付
開
始　

11
時
30
分
～

・
昼
食
会　

12
時
～

・
講
演
開
始　

13
時
～

⃝

と
こ
ろ　
能
代
市
中
央
公
民

館
２
階　

第
５
研
修
室

⃝

演　

題　
「
元
気
で
透
析
生

活
を
送
る
た
め
に
」

⃝

講　
師　
秋
田
県
腎
臓
病
患

者
連
絡
協
議
会

事
務
局
長　

松
橋　

文
昭

⃝

参
加
費
・
弁
当
代

　
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
腎
臓

病
患
者
連
絡
協
議
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
３
―
６
２
１
０
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
―
８
６
３
―
６
２
３
３
）

第
39
回
秋
田
県
警
察
音
楽
隊

定
期
公
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

⃝

と　
き　
11
月
23
日

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

⃝

と
こ
ろ　
能
代
市
文
化
会
館

⃝

出　

演　
秋
田
県
警
察
音
楽

隊
／
秋
田
県
警
察
合
同
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
チ
ー
ム
／
能
代
松
陽
高
校

吹
奏
楽
部
／
ス
タ
ジ
オ　

ジ
ャ
ム

⃝

演
奏
会
概
要

・
開
場　

12
時
30
分

・
演
奏　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

・
演
奏
曲
目　

ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ポ
ッ
プ
ス
・
歌
謡
曲
な
ど

⃝

そ
の
他

・
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場

整
理
券
が
１
人
１
枚
必
要
で

す
。

・
入
場
整
理
券
は
警
察
本
部
お

よ
び
最
寄
り
の
警
察
署
の
窓
口

で
一
斉
に
配
布
し
て
い
て
、
な

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

・
入
場
整
理
券
の
配
布
は
１
人

５
枚
ま
で
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
警
察

本
部
広
報
広
聴
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
３
―
１
１
１
１
）

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
（
里
親

セ
ミ
ナ
ー
）
の
開
催

　
里
親
に
興
味
・
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
里
親
制
度
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
新
た
な

里
親
委
託
推
進
を
目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

と　
き　
11
月
15
日　

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

⃝

と
こ
ろ　
大
潟
村
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
赤
十
字
乳
児
院　
京
極

平
日
８
時
30
分
～
17
時

（
☎
０
１
８
―
８
８
４
―
１
７
６
０
）

検
察
審
査
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

来
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補

者
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、
11
月

中
旬
頃
に
通
知
書
が
届
き
ま

す
。
※
裁
判
員
裁
判
の
「
裁
判

員
候
補
者
」
と
は
違
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
検
察
審
査
会
は
、
そ
の
よ

う
な
検
察
官
の
処
分
（
不
起
訴

処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し

ま
す
。

　
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
検
察
審
査
会
事
務
局

（
☎
０
１
８
５
―
５
２
―
３
２
７
８
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退

共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
事
業
主
の

方
が
た
が
、
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働

く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
制
度
で
す
。

⃝

加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
人

⃝

対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

⃝

掛　
金　
３
１
０
円

⃝
特　
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
が
簡
単

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
る

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

さ
れ
る

※
詳
し
い
こ
と
は
、
建
退
共
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

建
退
共 

秋
田
県
支
部

（
☎
０
１
８
―
８
２
３
―
５
４
９
５
）

わ
が
社
に
も
退
職
金
制
度
！

　
「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業

の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優

遇
が
受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
だ

か
ら
管
理
も
簡
単
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部　

（
☎
０
３
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４
）

公
共
職
業
訓
練
1
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

⃝

訓
練
科
（
定
員
）

①
電
気
設
備
技
術
科
（
13
人
）

②
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

③
電
気
設
備
技
術
科
（
若
年
者

コ
ー
ス
・
導
入
訓
練
付
）（
15
人
）

⃝

訓
練
期
間　

①
②　

1
月
７
日
～
6
月
30
日

③　
　

１
月
７
日
～
７
月
31
日

⃝

訓
練
時
間　

　

９
時
20
分
～
15
時
40
分

⃝

会　
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

秋
田
（
潟
上
市
）

⃝

募
集
期
間　
11
月
28
日
ま
で

⃝

受
講
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課
受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

令和元年11月 26



※初めての方：初回２，０００円にサービス！

広告

三種町鹿渡字焼野169番地１
電話 0185ー87ー4343　携帯 080ー3002ー3661
Mail・garawo@icloud.com
Ｈ Ｐ・http://www.gyosei-kunitsuka.com/　

行政書士 國柄進一事務所

●遺言書の起案作成
●相続の手続き

ご相談
お問い
合わせ

　　　　　　　　(相続人調査や遺産分割協議書の作成等)

広告

令
和
元
年
度
危
険
物
事
故
防
止

対
策
論
文
を
募
集
し
ま
す

　

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所

や
消
防
機
関
・
行
政
機
関
等
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
故
防
止

や
安
全
対
策
の
活
動
な
ど
に
つ

い
て
広
く
論
文
を
募
集
し
ま

す
。

⃝

募
集
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
可
能

⃝

募
集
期
間　
1
月
31
日
必
着

問
い
合
わ
せ
先
…

危
険
物
保
安
技
術
協
会 

事
故
防
止
調
査
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３
―
３
４
３
６
―
２
３
５
６
）

http://www.khk-syoubou.
or.jp/令

和
２
年
度
危
険
物
安
全
週

間
推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す

　

危
険
物
災
害
の
防
止
と
危
険

物
の
貯
蔵
・
取
扱
い
の
安
全
を

呼
び
か
け
る
、
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

⃝

応
募
方
法　
郵
便
は
が
き
ま

た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
も
の

※
郵
便
は
が
き
で
の
応
募
は
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
明
記

※
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
応
募
は
あ
て
先

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら

⃝

締
め
切
り　
12
月
10
日
必
着

⃝

応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
可
能

問
い
合
わ
せ
・
あ
て
先
…

危
険
物
安
全
週
間
推
進
協
議
会

事
務
局

（
☎
０
３
―
３
５
９
７
―
８
３
９
３
）

https://w
w

w
.zenkikyo.

or.jp/

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作

為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全

国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。

　

令
和
２
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
送
り
ま
す
。
こ
の

通
知
は
、
来
年
２
月
こ
ろ
か
ら

の
約
１
年
間
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事

前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め

心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。
こ
の
段
階
で

は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁

判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ

に
裁
判
所
に
来
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

（
☎
０
１
８
―
８
０
３
―
０
１
８
１
）

「
踊
る
。
秋
田
」
Vol.
５
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
三
種
町
公
演

⃝

と　
き　
11
月
17
日

・
開　

場　

13
時
30
分

・
開　

演　

14
時

⃝

と
こ
ろ

　

三
種
町
山
本
ふ
る
さ
と
文
化

館

⃝

入
場
料　
無
料

⃝

出　
演

　

石
井
漠
記
念
創
作
舞
踊
団
、

た
な
は
し
あ
ゆ
こ
バ
レ
エ
ス

ク
ー
ル
、
森
岳
小
学
校
児
童
有

志問
い
合
わ
せ
先
…

「
踊
る
。
秋
田
」
実
行
委
員
会

事
務
局　
富
橋

（
☎
０
９
０
―
３
６
４
５
―
８
８
３
３
）

令
和
元
年
台
風
19
号
等
災
害

義
援
金
の
受
付
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ

り
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
が

た
を
支
援
す
る
た
め
、
災
害
義

援
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
被
災
者
に
お

届
け
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

義
援
金
名
称　

　

令
和
元
年
台
風
19
号
等
災
害

義
援
金

⃝

受
付
期
間　

　

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

⃝

募
金
箱
設
置
場
所

　

三
種
町
役
場
本
庁
（
１
階
②

④
窓
口
）

　

各
総
合
支
所
窓
口

⃝

そ
の
他

　

領
収
書
の
必
要
な
方
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
８
５
―
２
１
９
０
）

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続

き
は
お
済
で
す
か

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
１

人
以
上
使
用
す
る
す
べ
て
の
事

業
主
が
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、
事
業
主

お
よ
び
労
働
者
の
意
向
に
か
か

わ
ら
ず
、
法
律
上
、
当
然
加
入

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
事
業

主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室

（
☎
０
１
８
―
８
８
３
―
４
２
６
７
）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
切
な

利
用
に
つ
い
て

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
グ
ル
ー
プ
旅
行
な
ど
の
移

動
の
際
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
の
中
に
は
、
旅
行
自
動
車

運
送
事
業
の
許
可
を
得
ず
に
運

送
行
為
を
行
う
無
許
可
営
業

や
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
が
レ

ン
タ
カ
ー
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

と
運
転
手
を
一
体
的
に
提
供
す

る
不
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

道
路
運
送
法
に
違
反
す
る
サ
ー

ビ
ス
事
例
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
違
法
な
い
わ
ゆ
る

白
バ
ス
行
為
に
つ
い
て
、
利
用

者
と
し
て
は
違
法
な
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
こ
と
を
認
識
・
理
解
せ

ず
に
利
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

違
法
な
白
バ
ス
を
利
用
し

て
、
万
が
一
、
事
故
に
あ
っ
て

ケ
ガ
な
ど
を
し
た
場
合
、
適
切

な
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
ず
、
治

療
費
な
ど
の
損
害
額
を
利
用
者

自
身
が
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局　

輸
送
担
当

（
☎
０
１
８
―
８
６
３
―
５
８
１
３
）

令
和
２
年
度
「
専
修
学
校

入
学
金
一
時
金
」
募
集

　

令
和
２
年
度
４
月
に
専
修
学

校
専
門
課
程
に
進
学
予
定
の
方

が
対
象

⃝

奨
学
金
の
種
類

　

専
修
学
校
入
学
金
一
時
金

⃝

申
込
期
間　

　

11
月
11
日
～
12
月
２
日

⃝

募
集
人
員　
30
人
程
度

⃝

貸
与
金
額　
30
万
円

⃝

採
用
内
定
通
知

　

12
月
16
日
（
予
定
）

※
応
募
資
格
、
提
出
書
類
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左
記

の
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
…

公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
３
５
５
２
）

広報 みたね
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行事予定

11月
町の人口と世帯数

●人　口	 16,324人	（−40）
　 【男】	 7,583人	（−22）
　 【女】	 8,741人	（−18）
●世帯数	 6,893戸	  （− 4）
※令和元年９月末現在、（  ）内前月比

　スポーツの秋！さて、毎年10月は２つ
の予選会をワクワクしながら見ています。
１つ目は、全国高校駅伝秋田県予選です。
今年も盤石の走りで母校の秋田工業高校
が７年連続の優勝を果たしました。２つ

目が、箱根駅伝予選会です。母校の国士
舘大学は、前評判で当落線上の戦いと予
想されていた通り、最後までわからない
展開となりましたが、無事に４年連続の
出場権を獲得しました。年末年始の本大
会に向けて両校ともさらにレベルアップ
し、好成績を期待しています。ガンバレ
秋田工業！ガンバレ国士舘‼	 （介）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 金
2 土
3 日 文化の日
4 月 振替休日

5 火
健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）
ウオーキング教室（琴丘総合体育館　13：30～15：00）

6 水 メロンキッズひろば「体を動かして遊びましょう」（八竜改善センター　9：30～11：30）

7 木 ドラえもんひろば「作ってあそぼう！軍手の指人形」（森岳保育園　9：30～11：30）
1歳６か月児健診（保健センター）

8 金
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
運動教室（山本公民館　10：00～11：00）
特設人権相談所（山本公民館　10：00～15：00）
鵜川保育園開放日「楽しく遊びましょう」（10：00～11：00）

9 土
10 日 第４回三種ミュージカル「秋田の赤い靴物語～愛は国境を越えて～」（八竜体育館　13：00～）
11 月 運動教室（琴丘総合体育館トレーニング室　13：30～15：00）　

12 火 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ａ（パレス琴丘　10：00～11：30）
琴丘地域行政相談所　（ひまわりセンター　10：00～12：00）

13 水 三地区なかよし交流会「指で描くクリスマスカード作り」（八竜改善センター　9：30～11：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ｂ（パレス琴丘　10：00～11：30）

14 木 浜口保育園開放日「七五三のお祓い」（10：00～11：00）
おれんじカフェ　（深浜地区集会所　13：30～15：00）

15 金 八竜幼稚園・保育園開放日「いっしょに七・五・三」（保育園9：30～10：30、幼稚園10：00～11：00）
7か月児相談（保健センター）

16 土 わくわくひろば「生活発表会にご招待！」（琴丘総合体育館　9：00～）
17 日 胃・大腸・乳がん追加検診（保健センター）

18 月
男性の介護予防講座『おとこ塾』　（鯉川地区コミュニティセンター　13：30～15：00）
運動教室（琴丘総合体育館トレーニング室　13：30～15：00）　
がん患者のつどい（保健センター　13：30～）

19 火
転倒予防教室　いきいき元気塾　（山本公民館　10：00～11：30）
わく・ドラ・メロン「みなくる」へ行きましょう！（井川町みなくる　10：00～11：30）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
巡回献血（山本地域）

20 水 山本地域行政相談所　（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所　（八竜改善センター　10：00～12：00）

21 木 認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室　（すいらんの館　10：00～11：30）
22 金 運動教室（山本公民館　10：00～11：00）
23 土 勤労感謝の日
24 日 日曜がん検診（肺・胃・大腸・子宮・乳がん検診　能代厚生医療センター）

25 月 こころの相談会（保健センター　13：00～16：00）
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

26 火 わくわくひろば「ミニ生活発表会ごっこを見ましょう！」（琴丘保育園　9：30～11：30）

27 水 メロンキッズひろば「発育測定＆好きな遊びを楽しみましょう」（八竜改善センター　9：30～11：30）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室　（浜口公民館　10：00～11：30）

28 木 ドラえもんひろば「おおきくなったかな？」（森岳保育園　9：30～11：30）
健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

29 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
30 土 秋田なまはげの会出張相談会（保健センター　13：00～16：00）

令和元年11月 28


